
 

≉定㠀営利ά動ἲ人アンビシャス定Ḱ 

 

➨㸯❶ ⥲則 

 

㸦名⛠㸧 

➨㸯᮲ このἲ人の名⛠は、≉定㠀営利ά動ἲ人アンビシャスという。 

 

㸦事務所㸧 

➨㸰᮲ このἲ人は、主たる事務所を京㒔府京㒔市中京区すノ京内⏿⏫㸰㸴␒地に⨨く。 

 

➨㸰❶ ┠ⓗ及び事ᴗ 

 

㸦┠ⓗ㸧 

➨㸱᮲ このἲ人は、人㛫と⏕άする動≀を㏻じて広く一⯡市Ẹに対して、動≀とふれ

あうイベント及び動≀の㐺ṇ㣫⫱に係わる┦ㄯならびに、情報ᥦ供に㛵する事ᴗを⾜うこ

とによって、動≀とのよりⰋい共存、⏕命の尊さ、㇏かな心を⫱てることをもって、広く

公┈の増㐍に寄与することを┠ⓗとする。 

 

㸦≉定㠀営利ά動の✀㢮㸧 

➨㸲᮲ このἲ人は、前᮲の┠ⓗを㐩成するため、ḟにᥖげる✀㢮の≉定㠀営利ά動を

⾜う。 

(1)   保健、医⒪又は⚟♴の増㐍を図るά動  

(2)   ♫会ᩍ⫱の᥎㐍を図るά動 

(3)   学⾡、ᩥ化、ⱁ⾡又はスポーツの᣺⯆を図るά動 

 

㸦事ᴗ㸧 

➨㸳᮲ このἲ人は、➨㸱᮲の┠ⓗを㐩成するため、ḟの事ᴗを⾜う。 

 (1) ≉定㠀営利ά動に係る事ᴗ 

  ①セラピードッグをά⏝した、幼⛶園及び㞀害⪅・㧗㱋⪅⚟♴᪋タ➼へのゼ問 

  ②動≀愛ㆤの啓ⵚᬑ及ά動 

    ③動≀を介したスポーツイベントの㛤催 

  ④動≀㐺ṇ㣫⫱に㛵わる┦ㄯ及びㅮ⩦会  

  ⑤ホームページ及び会報ㄅによる情報Ⓨ信  

  ⑥その他このἲ人の┠ⓗを㐩成するために必せな事ᴗ 

   



 

➨㸱❶ 会員 
 

㸦✀別㸧 

➨㸴᮲ このἲ人の会員は、ḟの㸰✀とし、ṇ会員をもって≉定㠀営利ά動促㐍ἲ㸦以

下「ἲ」という。㸧上の♫員とする。 

 (1)  ṇ会員 このἲ人の┠ⓗに㈶同して入会した個人 

 (2) ㈶助会員 このἲ人の┠ⓗに㈶同してᨭ᥼するために入会した個人及び団体 

 

㸦入会㸧 

➨㸵᮲ 会員の᮲件は≉に定めない 

㸰 会員として入会しようとするものは、会員の✀別をグ㍕した入会⏦㎸᭩により、⌮事

㛗に⏦し㎸むものとし、⌮事㛗は、ṇ当な⌮⏤がない㝈り、入会をㄆめなければならない。 

㸱 ⌮事㛗は、前㡯のものの入会をㄆめないときは、㏿やかに、⌮⏤を付した᭩㠃をもっ

てᮏ人にその᪨を㏻▱しなければならない。 

 

㸦入会㔠及び会㈝㸧 

➨㸶᮲ 会員は、⥲会において別に定める入会㔠及び会㈝を⣡入しなければならない。 

 

㸦会員の㈨᱁の喪失㸧 

➨㸷᮲ 会員がḟの各号の一にヱ当するに⮳ったときは、その㈨᱁を喪失する。 

 (1) ㏥会届のᥦ出をしたとき。 

 (2) ᮏ人がṚ亡し、又は会員である団体がᾘ⁛したとき。 

 (3) ⥅⥆して㸴ヶ᭶以上会㈝を⁫⣡したとき。 

 (4) 㝖名されたとき。 

 

㸦㏥会㸧 

➨㸯㸮᮲ 会員は、⌮事㛗が別に定める㏥会届を⌮事㛗にᥦ出して、任意に㏥会すること
ができる。 

 

㸦㝖名㸧 

➨㸯㸯᮲ 会員がḟの各号の一にヱ当するに⮳ったときは、⥲会の㆟Ỵにより、これを㝖
名することができる。この場合、その会員に対し、㆟Ỵの前に弁᫂のᶵ会を与えなければ

ならない。 

 (1) この定Ḱに㐪反したとき。 

 (2) このἲ人の名㄃を傷つけ、又は┠ⓗに反する⾜Ⅽをしたとき。 

 

㸦ᦙ出㔠品の不㏉㑏㸧 

➨㸯㸰᮲ ᪤⣡の入会㔠、会㈝及びその他の拠出㔠品は、㏉㑏しない。 

 



 

➨㸲❶ 役員及び⫋員 

 

㸦✀別及び定ᩘ㸧 

➨㸯㸱᮲ このἲ人にḟの役員を⨨く。 

 (1) ⌮ 事 㸲人以上㸴人以内 

 (2) ┘ 事 㸯人以上㸰人以内 

㸰 ⌮事のうち、㸯人を⌮事㛗、㸯人を副⌮事㛗とする。 

 

㸦㑅任➼㸧 

➨㸯㸲᮲ ⌮事及び┘事は、⥲会において㑅任する。 

㸰 ⌮事㛗及び副⌮事㛗は、⌮事の互㑅とする。 

㸱 役員のうちには、それぞれの役員について、その㓄偶⪅ⱝしくは㸱ぶ➼以内のぶ᪘が

㸯人を㉸えて含まれ、又は当ヱ役員並びにその㓄偶⪅及び㸱ぶ➼以内のぶ᪘が役員の⥲ᩘ

の㸱分の㸯を㉸えて含まれることになってはならない。 

㸲 ┘事は、⌮事又はこのἲ人の⫋員を兼ねることができない。 

 

㸦⫋務㸧 

➨㸯㸳᮲ ⌮事㛗は、このἲ人を代⾲し、そのᴗ務を⥲⌮する。 

㸰 ⌮事㛗以外の⌮事は、このἲ人のᴗ務についてこのἲ人を代⾲しない。 

㸱 副⌮事㛗は、⌮事㛗を⿵佐し、⌮事㛗に事ᨾあるとき又は⌮事㛗がḞけたときは、そ

の⫋務を代⾜する。 

㸲 ⌮事は、⌮事会をᵓ成し、この定Ḱの定め及び⌮事会の㆟Ỵに基づき、このἲ人のᴗ

務を執⾜する。 

㸳 ┘事は、ḟにᥖげる⫋務を⾜う。 

 (1) ⌮事のᴗ務執⾜の≧ἣを┘ᰝすること。 

 (2) このἲ人の㈈⏘の≧ἣを┘ᰝすること。 

 (3) 前㸰号のつ定による┘ᰝの⤖ᯝ、このἲ人のᴗ務又は㈈⏘に㛵し不ṇの⾜Ⅽ又は

ἲ令ⱝしくは定Ḱに㐪反する㔜大な事実があることをⓎぢした場合には、これを

⥲会又は所㎄庁に報告すること。 

 (4) 前号の報告をするため必せがある場合には、⥲会を招㞟すること。 

 (5) ⌮事のᴗ務執⾜の≧ἣ又はこのἲ人の㈈⏘の≧ἣについて、⌮事に意ぢを㏙べ、

ⱝしくは⌮事会の招㞟をㄳồすること。 

 

㸦任ᮇ➼㸧 

➨㸯㸴᮲ 役員の任ᮇは、㸰年とする。ただし、再任を妨げない。 

㸰 前㡯のつ定にかかわらず、⥲会で後任の役員が㑅任されていない場合に㝈り、任ᮇの

ᮎ᪥後 ᭱初の⥲会が⤊⤖するまでその任ᮇを伸㛗することができる。 

㸱 ⿵Ḟのため、又は増員によって就任した役員の任ᮇは、それぞれの前任⪅又は⌧任⪅

の任ᮇ のṧ存ᮇ㛫とする。 



 

㸲 役員は、㎡任又は任ᮇ‶了後においても、後任⪅が就任するまでは、その⫋務を⾜わ

なければならない。 

 

㸦Ḟ員⿵充㸧 

➨㸯㸵᮲ ⌮事又は┘事のうち、その定ᩘの㸱分の㸯を㉸える⪅がḞけたときは、㐜⁫な
くこれを⿵充しなければならない。 

 

㸦ゎ任㸧 

➨㸯㸶᮲ 役員がḟの各号の一にヱ当するに⮳ったときは、⥲会の㆟Ỵにより、これをゎ
任することができる。この場合、その役員に対し、㆟Ỵする前に弁᫂のᶵ会を与えなけれ

ばならない。 

 (1) 心㌟のᨾ㞀のため、⫋務の㐙⾜に堪えないとㄆめられるとき。 

 (2) ⫋務上の⩏務㐪反その他役員としてふさわしくない⾜Ⅽがあったとき。 

 

㸦報㓘➼㸧 

➨㸯㸷᮲ 役員は、その⥲ᩘの㸱分の㸯以下の⠊囲内で報㓘を受けることができる。 

㸰 役員には、その⫋務を執⾜するためにせした㈝⏝を弁償することができる。 

㸱 前㸰㡯に㛵し必せな事㡯は、⥲会の㆟Ỵを⤒て、⌮事㛗が別に定める。 

 

㸦⫋員㸧 

➨㸰㸮᮲ このἲ人に、事務局㛗その他の⫋員を⨨くことができる。 

㸰 ⫋員は、⌮事㛗が任免する。 

 

➨㸳❶ ⥲会 

 

㸦✀別㸧 

➨㸰㸯᮲ このἲ人の⥲会は、㏻常⥲会及び⮫᫬⥲会の㸰✀とする。 

 

㸦ᵓ成㸧 

➨㸰㸰᮲ ⥲会は、ṇ会員をもってᵓ成する。 

 

㸦ᶒ⬟㸧 

➨㸰㸱᮲ ⥲会は、以下の事㡯について㆟Ỵする。 

 (1) 定Ḱの変᭦ 

 (2) ゎᩓ 

 (3) 合併 

 (4) 事ᴗィ⏬及びά動予⟬並びにその変᭦ 

 (5) 事ᴗ報告及びά動Ỵ⟬ 

 (6) 役員の㑅任又はゎ任、⫋務及び報㓘 



 

 (7) 入会㔠及び会㈝の㢠 

 (8) 借入㔠㸦その事ᴗ年度内の収┈をもって償㑏する▷ᮇ借入㔠を㝖く。➨㸳㸮᮲に

おいて同じ。㸧その他᪂たな⩏務の㈇担及びᶒ利のᨺᲠ 

 (9) その他㐠営に㛵する㔜せ事㡯 

 

㸦㛤催㸧 

➨㸰㸲᮲ ㏻常⥲会は、ẖ年㸯回㛤催する。 

㸰 ⮫᫬⥲会は、ḟの各号の一にヱ当する場合に㛤催する。 

 (1) ⌮事会が必せとㄆめ招㞟のㄳồをしたとき。 

 (2) ṇ会員⥲ᩘの㸳分の㸯以上から会㆟の┠ⓗである事㡯をグ㍕した᭩㠃をもって招

㞟のㄳồがあったとき。 

  (3) ➨㸯㸳᮲➨㸳㡯➨㸲号のつ定により、┘事から招㞟があったとき。 

 

㸦招㞟㸧 

➨㸰㸳᮲ ⥲会は、前᮲➨㸰㡯➨㸱号の場合を㝖き、⌮事㛗が招㞟する。 

㸰 ⌮事㛗は、前᮲➨㸰㡯➨㸯号及び➨㸰号のつ定によるㄳồがあったときは、その᪥か

ら㸰㸮᪥以内に⮫᫬⥲会を招㞟しなければならない。 

㸱 ⥲会を招㞟するときは、会㆟の᪥᫬、場所、┠ⓗ及び審㆟事㡯をグ㍕した᭩㠃をもっ

て、少なくとも㸳᪥前までに㏻▱しなければならない。 

 

㸦㆟㛗㸧 

➨㸰㸴᮲ ⥲会の㆟㛗は、その⥲会において、出席したṇ会員の中から㑅出する。 

 

㸦定㊊ᩘ㸧 

➨㸰㸵᮲ ⥲会は、ṇ会員⥲ᩘの㸱分の㸯以上の出席がなければ㛤会することができない。 
 

㸦㆟Ỵ㸧 

➨㸰㸶᮲ ⥲会における㆟Ỵ事㡯は、➨㸰㸳᮲➨㸱㡯のつ定によってあらかじめ㏻▱した
事㡯とする。 

㸰 ⥲会の㆟事は、この定Ḱにつ定するもののほか、出席したṇ会員の㐣半ᩘをもってỴ

し、可否同ᩘのときは、㆟㛗のỴするところによる。 

 

㸦⾲Ỵᶒ➼㸧 

➨㸰㸷᮲ 各ṇ会員の⾲Ỵᶒは、平➼とする。 

㸰 やむを得ない⌮⏤のため⥲会に出席できないṇ会員は、あらかじめ㏻▱された事㡯に

ついて᭩㠃をもって⾲Ỵし、又は他のṇ会員を代⌮人として⾲Ỵを委任することができる。 

㸱 前㡯のつ定により⾲Ỵしたṇ会員は、前㸰᮲、ḟ᮲➨㸯㡯及び➨㸳㸯᮲の㐺⏝につい

ては、⥲会に出席したものとみなす。 

㸲 ⥲会の㆟Ỵについて、≉別の利害㛵係を᭷するṇ会員は、その㆟事の㆟Ỵに加わるこ

とができない。 



 

 

㸦㆟事㘓㸧 

➨㸱㸮᮲ ⥲会の㆟事については、ḟの事㡯をグ㍕した㆟事㘓を作成しなければならない。 
 (1) ᪥᫬及び場所 

 (2) ṇ会員⥲ᩘ及び出席⪅ᩘ㸦᭩㠃⾲Ỵ⪅又は⾲Ỵ委任⪅がある場合にあっては、そ

のᩘを付グすること。㸧 

 (3) 審㆟事㡯 

 (4) ㆟事の⤒㐣のᴫせ及び㆟Ỵの⤖ᯝ 

 (5) ㆟事㘓⨫名人の㑅任に㛵する事㡯 

㸰 ㆟事㘓には、㆟㛗及びその会㆟において㑅任された㆟事㘓⨫名人㸰人以上がグ名、押

印しなければならない。 

 

 

➨㸴❶ ⌮事会 

 

㸦ᵓ成㸧 

➨㸱㸯᮲ ⌮事会は、⌮事をもってᵓ成する。 

 

㸦ᶒ⬟㸧 

➨㸱㸰᮲ ⌮事会は、この定Ḱで定めるもののほか、ḟの事㡯を㆟Ỵする。 

 (1) ⥲会に付㆟すべき事㡯 

 (2) ⥲会の㆟Ỵした事㡯の執⾜に㛵する事㡯 

 (3) その他⥲会の㆟Ỵをせしない会務の執⾜に㛵する事㡯 

 

㸦㛤催㸧 

➨㸱㸱᮲ ⌮事会は、ḟの各号の一にヱ当する場合に㛤催する。 

 (1) ⌮事㛗が必せとㄆめたとき。 

 (2) ⌮事⥲ᩘの㸱分の㸯以上から会㆟の┠ⓗである事㡯をグ㍕した᭩㠃をもって招㞟

のㄳồがあったとき。 

 (3) ➨㸯㸳᮲➨㸳㡯➨㸳号のつ定により、┘事から招㞟のㄳồがあったとき。 

 

㸦招㞟㸧 

➨㸱㸲᮲ ⌮事会は、⌮事㛗が招㞟する。 

㸰 ⌮事㛗は、前᮲➨㸰号及び➨㸱号のつ定によるㄳồがあったときは、その᪥から㸯㸮

᪥以内に⌮事会を招㞟しなければならない。 

㸱 ⌮事会を招㞟するときは、会㆟の᪥᫬、場所、┠ⓗ及び審㆟事㡯をグ㍕した᭩㠃をも

って、少なくとも㸳᪥前までに㏻▱しなければならない。 

 

㸦㆟㛗㸧 



 

➨㸱㸳᮲ ⌮事会の㆟㛗は、⌮事㛗がこれに当たる。 

 

㸦㆟Ỵ㸧 

➨㸱㸴᮲ ⌮事会における㆟Ỵ事㡯は、➨㸱㸲᮲➨㸱㡯のつ定によってあらかじめ㏻▱し
た事㡯とする。 

㸰 ⌮事会の㆟事は、⌮事⥲ᩘの㐣半ᩘをもってỴし、可否同ᩘのときは、㆟㛗のỴする

ところによる。 

 

㸦⾲Ỵᶒ➼㸧 

➨㸱㸵᮲ 各⌮事の⾲Ỵᶒは、平➼とする。 

㸰 やむを得ない⌮⏤のため⌮事会に出席できない⌮事は、あらかじめ㏻▱された事㡯に

ついて ᭩㠃をもって⾲Ỵすることができる。 

㸱 前㡯のつ定により⾲Ỵした⌮事は、ḟ᮲➨㸯㡯の㐺⏝については、⌮事会に出席した

ものとみなす。 

㸲 ⌮事会の㆟Ỵについて、≉別の利害㛵係を᭷する⌮事は、その㆟事の㆟Ỵに加わるこ

とができない。 

 

㸦㆟事㘓㸧 

➨㸱㸶᮲ ⌮事会の㆟事については、ḟの事㡯をグ㍕した㆟事㘓を作成しなければならな
い。 

 (1) ᪥᫬及び場所 

 (2) ⌮事⥲ᩘ、出席⪅ᩘ及び出席⪅Ặ名㸦᭩㠃⾲Ỵ⪅にあっては、その᪨を付グする

こと。㸧 

 (3) 審㆟事㡯 

 (4) ㆟事の⤒㐣のᴫせ及び㆟Ỵの⤖ᯝ 

 (5) ㆟事㘓⨫名人の㑅任に㛵する事㡯 

㸰 ㆟事㘓には、㆟㛗及びその会㆟において㑅任された㆟事㘓⨫名人㸰人以上がグ名、押

印しなければならない。 

 

 

➨㸵❶ ㈨⏘及び会ィ 

 

㸦㈨⏘のᵓ成㸧 

➨㸱㸷᮲ このἲ人の㈨⏘は、ḟの各号にᥖげるものをもってᵓ成する。 

 (1) タ❧当初の㈈⏘┠㘓にグ㍕された㈨⏘ 

 (2) 入会㔠及び会㈝ 

 (3) 寄㝃㔠品 

 (4) ㈈⏘から⏕じる収┈ 

 (5) 事ᴗに伴う収┈ 



 

 (6) その他の収┈ 

 

㸦㈨⏘の区分㸧 

➨㸲㸮᮲ このἲ人の㈨⏘は、≉定㠀営利ά動に係る事ᴗに㛵する㈨⏘の㸯✀とする。 

 

㸦㈨⏘の⟶⌮㸧 

➨㸲㸯᮲ のἲ人の㈨⏘は、⌮事㛗が⟶⌮し、その᪉ἲは、⥲会の㆟Ỵを⤒て、⌮事㛗が
別に定める。 

 

㸦会ィの原則㸧 

➨㸲㸰᮲ このἲ人の会ィは、ἲ➨㸰㸵᮲各号にᥖげる原則に従って⾜うものとする。 

 

㸦会ィの区分㸧 

➨㸲㸱᮲ このἲ人の会ィは、≉定㠀営利ά動に係る事ᴗに㛵する会ィの㸯✀とする。 

 

㸦事ᴗィ⏬及び予⟬㸧 

➨㸲㸲᮲ このἲ人の事ᴗィ⏬及びこれに伴うά動予⟬は、⌮事㛗が作成し、⥲会の㆟Ỵ
を⤒なければならない。 

 

㸦ᬻ定予⟬㸧 

➨㸲㸳᮲ 前᮲のつ定にかかわらず、やむを得ない⌮⏤により予⟬が成❧しないときは、
⌮事㛗は、⌮事会の㆟Ỵを⤒て、予⟬成❧の᪥まで前事ᴗ年度の予⟬に‽じ収┈㈝⏝をㅮ

じることができる。 

㸰 前㡯の収┈㈝⏝は、᪂たに成❧した予⟬の収┈㈝⏝とみなす。 

 

㸦予備㈝のタ定及び使⏝㸧 

➨㸲㸴᮲ 予⟬㉸㐣又は予⟬外の㈝⏝に充てるため、予⟬中に予備㈝をタけることができ
る。 

㸰 予備㈝を使⏝するときは、⌮事会の㆟Ỵを⤒なければならない。 

 

㸦予⟬の㏣加及び᭦ṇ㸧 

➨㸲㸵᮲ ⟬成❧後にやむを得ない事⏤が⏕じたときは、⥲会の㆟Ỵを⤒て、᪤定予⟬の
㏣加又は᭦ṇをすることができる。 

 

㸦事ᴗ報告及びỴ⟬㸧 

➨㸲㸶᮲ このἲ人の事ᴗ報告᭩、ά動ィ⟬᭩、㈚借対↷⾲及び㈈⏘┠㘓➼のỴ⟬に㛵す
る᭩㢮は、ẖ事ᴗ年度⤊了後、㏿やかに、⌮事㛗が作成し、┘事の┘ᰝを受け、⥲会の㆟

Ỵを⤒なければならない。 

㸰 Ỵ⟬上剰余㔠を⏕じたときは、ḟ事ᴗ年度に⧞り㉺すものとする。 

 



 

㸦事ᴗ年度㸧 

➨㸲㸷᮲ このἲ人の事ᴗ年度は、ẖ年㸲᭶㸯᪥に始まり⩣年㸱᭶㸱㸯᪥に⤊わる。 

 

㸦⮫ᶵのᥐ⨨㸧 

➨㸳㸮᮲ ⟬をもって定めるもののほか、借入㔠の借入れその他᪂たな⩏務の㈇担をし、
又はᶒ利のᨺᲠをしようとするときは、⥲会の㆟Ỵを⤒なければならない。 

 

➨㸶❶ 定Ḱの変᭦、ゎᩓ及び合併 

 

㸦定Ḱの変᭦㸧 

➨㸳㸯᮲ このἲ人が定Ḱを変᭦しようとするときは、⥲会に出席したṇ会員の㸲分の㸱
以上の多 ᩘによる㆟Ỵを⤒、かつ、ἲ➨㸰㸳᮲➨㸱㡯につ定する事㡯にヱ当する場合は

所㎄庁のㄆドを得なければならない。 

 

㸦ゎᩓ㸧 

➨㸳㸰᮲ このἲ人は、ḟにᥖげる事⏤によりゎᩓする。 

 (1) ⥲会のỴ㆟ 

  (2) ┠ⓗとする≉定㠀営利ά動に係る事ᴗの成功の不⬟ 

  (3) ṇ会員のḞ亡 

  (4) 合併 

  (5) ◚⏘ 

  (6)所㎄庁によるタ❧のㄆドの取ᾘ 

㸰 前㡯➨㸯号の事⏤によりこのἲ人がゎᩓするときは、ṇ会員⥲ᩘの㸲分の㸱以上の承

ㅙを得なければならない。 

㸱 ➨㸯㡯➨㸰号の事⏤によりゎᩓするときは、所㎄庁のㄆ定を得なければならない。 

 

㸦ṧ余㈈⏘の帰属㸧 

➨㸳㸱᮲ このἲ人がゎᩓ㸦合併又は◚⏘によるゎᩓを㝖く。㸧したときにṧ存する㈈⏘
は、ἲ➨㸯㸯᮲➨㸱㡯にᥖげる⪅のうち、⥲会で㆟ỴしたものにㆡΏするものとする。 

 

㸦合併㸧 

➨㸳㸲᮲ このἲ人が合併しようとするときは、⥲会においてṇ会員⥲ᩘの㸲分の㸱以上
の多ᩘによる㆟Ỵを⤒、かつ、所㎄庁のㄆドを得なければならない。 

 

➨㸷❶ 公告の᪉ἲ 

 

㸦公告の᪉ἲ㸧 

➨㸳㸳᮲ このἲ人の公告は、このἲ人のᥖ♧場にᥖ♧するとともに、官報にᥖ㍕して⾜



 

う。ただし、ἲ➨㸰㸶᮲の㸰➨㸯㡯につ定する㈤借対↷⾲の公告については、このἲ人の

ホームページにᥖ㍕して⾜う。 

 

 

➨㸯㸮❶  㞧則 

 

㸦⣽則㸧 

➨㸳㸳᮲ この定Ḱの᪋⾜について必せな⣽則は、⌮事会の㆟Ỵを⤒て、⌮事㛗がこれを
定める。 

 

   㝃 則 
㸯 この定Ḱは、このἲ人の成❧の᪥から᪋⾜する。 
㸰 このἲ人のタ❧当初の役員は、ḟにᥖげる⪅とする。 
 ⌮事㛗  ᯇ岡幸子 
 副⌮事㛗 㒆司 ᫂子 

 同    土井 ㍤子 

 同    㟷ᮌ ㇏ 
 同    㒆司 ᫀ彦 
 ┘事   ᯇ岡ṇ㐨 
㸱 このἲ人のタ❧当初の役員の任ᮇは、➨㸯㸴᮲➨㸯㡯のつ定にかかわらず、成❧の᪥から㸯㸵

年㸴᭶㸱㸮᪥までとする。 
㸲 このἲ人のタ❧当初の事ᴗィ⏬及び収ᨭ予⟬は、➨㸲㸲᮲のつ定にかかわらず、タ❧⥲会の 

定めるところによるものとする。 
㸳 このἲ人のタ❧当初の事ᴗ年度は、➨㸲㸷᮲のつ定にかかわらず、成❧の᪥からその事ᴗ年 

度ᮎまでとする。 
㸴 このἲ人のタ❧当初の入会㔠及び会㈝は、➨㸶᮲のつ定にかかわらず、ḟにᥖげる㢠とする。 
 (1) ṇ会員 
     ・入会㔠 㸱㸬㸮㸮㸮円 
    ・年会㈝ 㸱㸬㸮㸮㸮円 
 (㸰) ㈶助会員 
           個人・入会㔠 㸱㸮㸬㸮㸮㸮円 
        ・年会㈝ 㸯口 㸯㸮㸬㸮㸮㸮円㸦一口以上㸧 
         団体・入会㔠 㸱㸮㸬㸮㸮㸮円 
        ・年会㈝ 㸯口 㸯㸮㸬㸮㸮㸮円㸦一口以上㸧 
 

 

   㝃 則 

㸯 この定Ḱは、定Ḱ変᭦ㄆドの᪥から᪋⾜する。 

 



≉定㠀営利ά動ἲ人アンビシャス 

⫋員⤥与つ⛬  

 

㸦┠ⓗ㸧 

➨㸯᮲ このつ⛬は、≉定㠀営利ά動ἲ人アンビシャスの⫋員の⤥与の支⤥の基‽につ

いて定めることを┠ⓗとする。 

 

㸦報㓘及び㈝⏝の支⤥㸧 

➨㸰᮲ このἲ人は、常勤及び㠀常勤にかかわらず、⫋員⤥与は一切支⤥しない。ただ

し、労務の対価としてㅰ㔠及び旅㈝➼の実㈝は支⤥することができる。 

 

㸦⿵則㸧 

➨㸱᮲ このつ⛬の実施に㛵し必せな事㡯は、⌮事会が別に定める 

 

㝃 則 

 

㸦施⾜日㸧 

ᮏつ⛬は、平成㸰㸴年㸲月㸯日から施⾜する。 

 



特定非営利活動法人アンビシャス定款に係る入会規則 

別紙１ 

 

１ 特定非営利活動法人アンビシャス定款第８条に定める会員の入会金及び会費は、次に掲

げる額とする。 

 

（１） 正会員 

法人の活動を担う「アンビシャス活動員」とする 

入会金 ３０，０００円 

年会費  ５，０００円 

なお、「アンビシャス活動員」である個人及びその飼養犬がともに活動する場

合には、アンビシャスドッグセラピー活動認定資格試験の合格を条件とする。 

 

（２） 賛助会員 

法人の活動を支援する「アンビシャス活動応援員」とする 

① サポート会員 

入会金 ３０，０００円 

年会費  ３，０００円 

なお、「アンビシャス応援活動員」かつ「サポート会員」である個人及びその飼

養犬がともに活動する場合には、アンビシャスドッグセラピー活動認定資格試

験の合格を条件とする。 

 

② ワンワンパトロール隊員 

入会金      ０円 

年会費  １，０００円 

なお、別に定める隊員規則に則る。 

 

③ 寄付会員（個人） 

入会金      ０円 

年会費  １，０００円／月×１２回 

 



④ 寄付会員（団体） 

入会金      ０円 

年会費  ３，０００円／月×１２回 

 

 

２ 前条は、令和３年６月１日から適用する。 

 

以 上 
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